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乖､縛｛社度と々・東縛された水・量S. *'あようと試みた。　　。
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A－47　卯調理におヽける油脂ま加の影響について

　　　　広島大教育　Ｏ重白典子　私本2. ド

　目的　オムレツや芙亙蟹なりの卵料mは, 蝸に由を入札て熱し　こill- ヒトた卯査加え

て撹^ 混ぜながらｶﾛ熱して海I) あIfる。こ札らの徒固した卵がやわらかくかヽしい原因り

一っは，卵l-よって乳化した油が混入し７いるためと考えられ｡るので油xリ加熱気固卵の

物性を明りかにするためモーrル実験乞行なった。

　･^ 宏　鰻責に油を叩重の0, 5しto, 肌　30, 卯が加えマ痩伴した俊。卵白t混ぜて試

料とした。対照は油り代わりIt 友t 用いた.試料の色ii色差計, 粘友はB L 型粘隻計ﾏ'利

定した。まt-, 試料30 8-t ビ一力一に入礼温浴でヽ^O'G,　口分加熱してｹ丿ﾚ仏t -tt，型から

取り出して農面を切り除いて。色，硬七　ぜりー呻炭竃そｵしぞれ色差計，レオロメータ乙

ii - Yメータ-で剥史した。加熱試料のすt-:'ちは棟酢面を入ランプして観察し。一郭を/ヽ゜

ラフ^ ン包埋して蕩切とし。一般染色をぼビこして検鏡した。

　%t栗　*.ｶﾛ熱試料では油添加It 水,害加心乙べ無ま加ヒの色泉ダ火T'hi た（加熱試料

?'ii教黍加のjs-ヵヽ゛瓦rヽあ，r-.未加熱試料の粘度叉拓は油添加で葺しい。レオロ/一9 ー

I-よる硬さは恣加f-助祭まで･は水,添加の方が油廓ｶﾛよりも島い値を示し，カー/-■■メーター

刺^ I"よる-eり一強度も同じ傾向を示した。加無試料のt だちは水,豪加に比べて油赤加に

細かいt ft"ちが見ら札た。特に綾吃て･は油赤加の多いほど気泡の摩靫が顕I にS. られ7r。




